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今までの取り組みと今日のお話
UAV を利用した災害調査

◆宮城県石巻市万石浦沿岸の
復旧・復興調査（2011年7月～
現在）

◆ベトナム沿岸域の侵食調査

（2014年6月～11月）

◆広島土石流災害調査（2014
年11月～）
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関連の先行研究
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沿岸域の災害調査：
その１ メコンデルタ下流域の侵食調査

なぜ、Mekong delta の調査なの
か？

アジア最大の穀倉地帯

気候変動の影響を最も受ける
脆弱な地帯（世界の三大デルタ
のひとつ）

気候変動適応策の環境省プロ
ジェクト（S-8, FY2010-FY2014
）の事例研究対象地域のひとつ
として選択

災害の主な地域的分布
Source: Natural Disaster Mitigation 
Partnership.

メコンデルタの形成過程

約4000年の時間

軸ではメコンデル
タは堆積傾向

しかし、局地的、
短期的には侵食
傾向

– 人為的活動の影
響も

7
メコンデルタの形成過程(4000年前から現在)
Modified from Ta et al.(2002)
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Vietnamの海岸侵食
Pham Huy Tien et al.(2005)
ベトナム全域の侵食の集計は今のと
ころ見当たらない
– =>モニタリング、データ集積が重要

ベトナムの海岸線は3260km(24省)
– 中部 392km(1765kmの22%)で侵

食

– 北部、南部の集計値はなく海岸毎の
評価

ベトナム南部沿岸
– 19沿岸(45.2%)は低度 (< 5 m/year)
– 7沿岸(6.6%)は中度 (5-15 m/year)
– 5沿岸 (11.9%)は高度 (15-30 

m/year) 
– 7 沿岸 (16.6%)はきわめて高度 (> 

30 m/year)
– 南部で侵食のintensityが高い地区

の特徴
直線的な沿岸、大きな河口周辺

– 南部の侵食地区は増加傾向
9

Soc Trang省沿岸の侵食と堆積
（ Schmitt et al.(2013)、ドイツ GIZ）

近年、侵食と堆積が混在。結局は侵食の方が卓越。10
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Vinh Chau, Soc Trang（海岸沿岸）
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UAV撮影：茨城大学ICAS・工学部



Vinh Chau, Soc Trang（海岸沿岸）
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Google: 2006/1/9

UAV撮影：茨城大学ICAS・工学部

近い場所でも侵食速度が異なる要因

河口からの距離

海岸付近の地形によって
入射波に違いが出ること
– 波が集中し侵食が激しい

地点と波の穏やかな地
点の差

海岸堤防の位置
– 侵食が食い止められる

突堤、防波堤などの海岸
構造物の存在
海岸の底質
– 砂利は動きにくく、シルト

は侵食されやすい

など
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Go Cong, Tien Giang, Vietnam(海岸沿岸)  
Google: 2006/12/4

UAV: 2014/6/17

Ke Sach, Soc Trang（河川沿岸）
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UAV撮影：茨城大学ICAS・工学部



海岸侵食の予測

Bruun 則による

数値計算による

（結構難しい）

多点観測や衛星画像
利用による現状把握
が必要

モニタリングデータが
無い 17

海面上昇による砂浜の後退（Bruun、三村他に基づき
国土交通省河川局が作成）
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侵食の原因と対応策

砂利採取や上流の構造
物築造に伴う河川から
の供給砂の減少

底質土の建設材料（レン
ガなど）への利用

地下水の過剰くみ上げ
による地盤沈下

気候変動（台風の巨大
化、海面上昇など）

ソフトウエア

モニタリング

ハードウエア

構造物や堤防強化

ヒューマンウエア

合意形成

コマンドウエア

早期警戒情報伝達 20

計画中のパイロットテスト
（ベトナム水資源大学＆茨城大学共同研究）



沿岸域の多重防御の例

(a) 日本ではよくある
例

(b) 途上国では比較的
よくある例

(c) 同じ考え方の例は
途上国でも見られる

（＊津波対策とは根
本的に異なる）

今後の課題

◆他の情報や機器との組み合わせ

他の情報：衛星画像による情報、気候や気象の予測結果

他の機器：GISなど

＊簡便で、安価な、”Smart Monitoring System” 

◆防災政策や防災対策への反映

災害脆弱性の評価→土地利用計画への反映

次の危険地域の特定→対策の優先順位付け

対策技術の選定（適応策の考え方の導入、防災・減災と生態
系維持のバランスなど）

◆操作技術の向上(安原個人の課題ですが・・・）
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